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拡大教科書との整合性を確認 

拡大教科書の需要数は、別途、文部科学省より

配布になるエクセル様式を使用すること 

教科用特定図書「拡大教科書」について（通常学級・特別支援学校及び特別支援学級） 

 

 拡大教科書は、通常学級における給与と特別支援学校及び学級における給与とでは根拠法令が異なるため、使用する

報告書等の様式も異なる。混同することがないよう留意すること。 

 

１．通常の学級に在籍している弱視児童生徒に対し、検定教科書に替えて「拡大教科書」を需要数報告し無償給与する

ことができる。 

２．当該児童生徒が他の児童生徒と同じ教育課程で学習する関係上、拡大教科書の原典となる教科書は検定教科書と同

じ発行者のものでなければならない。設置者は原典となる教科書等確認し、児童生徒本人や保護者及び教員の理解など、

幅広い配慮と検討のうえ教育上使用することが適当と認められる場合において、使用を決定し需要数を報告する。 

（補足）教科によって使用を選択することは差し支えない。 

３．教科書目録で、教科書の記号・番号にある｢※｣は拡大教科書が教科書発行者から発行される予定であることを示す。

また、文部科学省 HP の「市販拡大教科書の発行予定一覧」、教科書センターには抜き刷り見本が配備されている。 

４．拡大教科書の需要数報告事務について 

（１）拡大教科書は完全受注生産のため、返品が発生すると、教科書発行者やボランティア団体に多くの損失が発生し、

安定供給が妨げられることにもつながるため、使用する種目やポイント数等を十分に検討した上で報告すること。 

（２）現在拡大教科書を使用している児童生徒について、需要数報告以降に症状の変化等により使用内容について再検

討（種目やポイント数の変更等）がなされる場合は、漏れなく県教育委員会へ連絡すること。 

（注意）新学期直前の変更は安定供給の妨げになるため 2 月までの決定が望ましい。 

（３）需要数報告事務に当っては、別途、例年７月下旬に文部科学省より配布されるエクセル様式を使用する。 

（注意）・拡大教科書の需要数は、上・下巻・分冊の全てについて報告すること、但し給与形態は検定と同じ。 

   ・文科省エクセルのプルダウン入力ミスにより、誤った教科書の報告が散見されるため留意する。 

・教科用特定図書「点字教科書」は教科書事務執行管理システム入力によること。 
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検定教科書との整合性を確認 

需要数は上巻・下巻等すべて

報告するが、給与形態は検定

教科書と同じ 

エクセルのプルダウンや管理番

号等の入力ミスがないか内容を

目視で確認する 

サンプル 拡大教科書 需要票（文科省エクセル） 
通常学級用と特別支援学校・学級用

とでは様式が異なるため注意する 
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